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6
668

～ 元気に駆け抜けて ～
　新緑に包まれた町内。
　スポーツ公園では、陸上スポ少の子どもたちが、一
生懸命練習をしていました。
　「ハイッ！」バトンをつなぐ元気な声が、五月晴れの
空に響き渡りました。
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　町では、町の将来像「人と自然が織りなす　やさしい暮らしがあるまち　“白い森　町では、町の将来像「人と自然が織りなす　やさしい暮らしがあるまち　“白い森
の国おぐに”」の実現に向けて、平成25年までを計画期間とした第４次小国町総合計の国おぐに”」の実現に向けて、平成25年までを計画期間とした第４次小国町総合計
画・基本計画（前期）を策定し、各種施策を展開しています。今月は、基本計画（前画・基本計画（前期）を策定し、各種施策を展開しています。今月は、基本計画（前
期）で示した施策の展開方向を紹介します。期）で示した施策の展開方向を紹介します。

第４次小国町総合計画・基本計画（前期）第４次小国町総合計画・基本計画（前期）

総合計画体系イメージ
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基本目標・施策の大綱
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基
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林業について話す金野さん
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小国に春を告げる 第21回おぐに石楠花まつり

残雪と桜が見ごろを迎えていた会場

マタギ文化を体験

第32回
小玉川熊まつり
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白い森発

　町商工会女性部（鈴木啓子部長）と高校生ボラン
ティアサークルさくら（田中航平代表）による花植え
ボランティアが、５月10日、総合センター周辺の花
壇で行われました。この取り組みには、みんなが使用
する施設周辺の景観を美化しようと、双方の団体から
計22人が参加。互いに協力しながら、一本一本丁寧
に花の苗を植え付けていました。
　今回植え付けたのは、マリーゴールドやベコニアな
どの４種類の花の苗（計1,650株）で、総合センター、
町民体育館の花壇は鮮やかに彩られていました。

みんなの施設を彩る ～花植えボランティア～

高校生も積極的に作業に協力

　春の道路一斉清掃が、４月29日、町内各所で実施
されました。
　これは、町衛生組合連合会と町が町民に呼びかけて、
美しい環境を守るためにゴミや空き缶拾いなどの清掃
作業を行うもので、毎年実施されています。
　当日は、早朝から各地区に多くのかたが集まり、道
路わきに捨てられた空き缶やビニール袋などを一生懸
命拾っていました。また、この作業には、地域に貢献
する人づくりを進める小中高一貫教育の取り組みの一
環でもあり、多くの児童生徒が参加していました。

みんなで町をきれいに ～春の道路一斉清掃～

多くの児童生徒が参加

　樽口わらび園の山焼きが、５月２日に行われ、新潟
大学の学生など８人が作業を体験しました。新潟大学
では、学生が主体となり農村地域などの生活体験など
を通して、地域が抱えている課題を学ぶプログラム「ダ
ブルホーム制」を展開しており、樽口地区を拠点にし
た活動は、本年で２年目を迎えることになりました。
　参加した学生たちは、地域のかたがたの指導のもと、
消火用の水タンクを背負いながら斜面を登り、火が山
林に燃え移らないよう、レーキで防火線を引く作業な
どを行いました。

大学生が山焼きを体験
～新潟大ダブルホーム～

地元のかたの指導のもと山焼き作業を体験

4/4/2929

5/5/22

5/5/1010
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白い森発

　おきたま山菜まつりが、５
月22日と23日の両日、道の
駅「白い森おぐに」で開催さ
れ、県内外から多くの観光客
が訪れました。
　これは、観光振興を図るた
め、置賜３市５町と上山市な
どが参画している「やまがた
花回廊キャンペーン」の一環
としての取り組みで、小国町
観光協会と道の駅「白い森お
ぐに」が主催したものです。
　会場では、安全安心な小国
産のワラビや山うど、うるい
など計12種の山菜が店頭に
並べられ、新鮮な春の恵みを
求める観光客が列をつくって
いました。
　また、山菜の調理に慣れて
いないかたにも美味しく食べ
てもらおうと、道の駅スタッ
フによる「山菜の食べ方教
室」もあわせて行われました。
参加したかたがたは、アク抜
きの仕方や、保存方法、調理
方法などの解説に、熱心に耳
を傾けていました。

春の恵みが勢ぞろい ～おきたま山菜まつり～

新鮮な山菜を求めて多くのかたが訪れた直売コーナー

山菜の調理法を実演した「山菜の食べ方教室」

小
国
町
観
光
協
会

会
長

土
屋
民
男
さ
ん

こ
の
人
に
聞
く

（
幸
町
）

5/5/2222～～2323
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次回の町長と語る日は、７月以降を予定しています。
町では、６月からエコスタイルキャンペーンを実施しています。

shiroimori＠town.oguni.yamagata.jp町長室専用メール 0238（62）2611町長室専用FAX

事　業　所　名 職　　　種 求人数 勤　務　時　間

小 国 町 森 林 組 合 （臨）事務職 １人 ８：00～ 17：00

㈲ハートランドファーム 農業・小売業 １人 ８：00～ 17：00

㈲白い森よこね物産品直売所 販売ほか １人 ９：00～ 18：00

㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ
ショッピングサイト管理
（ＷＥＢクリエーター）
営業、自動車販売・整備

４人 ９：00～ 18：00

ア ク サ 生 命 保 険 ㈱
長 井 営 業 所

商工会議所・商工会共済制
度推進スタッフ（正社員） ３人 ９：15～ 17：00

安 部 工 業 ㈱ 型枠大工、一般作業員 ２人 ８：00～ 17：00

㈱ セ ノ ン 東 北 支 社 車両管理員 1人 ８：30～ 17：15

■日　時
■場　所
■問合先

来春卒業予定の中学生・高校生を
採用予定の事業主の皆様へ

●６月28日㈪
●６月30日㈬

問合先

2010.6今月の納税

求

人
情

報

子
育
て
支
援　
　

子
育
て
支
援　
　

　

セ
ン
タ
ー
か
ら

　

セ
ン
タ
ー
か
ら

総合センター図書室から

●新着図書

◇星間商事株式会社社史編纂室
 三浦しをん
◇こころの医療宅配便 高木　俊介
◇真昼なのに昏い部屋 江國　香織
◇女ともだち 角田光代・他
◇きみ去りしのち 重松　　清
◇科学は大災害を予測できるか
 フロリン・ディアク
◇鈴木一雄写真集 櫻の聲 鈴木　一雄
◇グースバンプス Ｒ・Ｌ・スタイン
◇パーシー・ジャクソンとオリンポスの神々
 リック・リオーダン
◇ガーデニング基本大百科

●休館日…毎週月曜日、祝日
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●ホームページアドレス  http://www.town.oguni.yamagata.jp
●携帯電話向けサイト  http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●総合センター（教育委員会事務局）  362－2141　●小国町健康管理センター（健康福祉課）  361－1000
●子育て支援センター  362－2330　●町民体育館  362－5421　●町立病院  361－1111　●老人保健施設  361－1200
●癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or. jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

年金相談
■日　時

場　所
対応者

問合先

特設行政相談
日　時
場　所
対応者
問合先

無料債務整理相談
日　時
場　所
対応者

その他

申込・問合先

談相
　ご家庭の庭や畑などの樹木に発生したアメシロの
駆除は、下記により所有者及び管理者において実施
くださるようお願いします。
■駆除方法
①クモの巣状の巣を作っている時期は、被害にあっ
た枝葉を切断し、踏みつぶすか焼却処理します。
②幼虫の発生は、気象要因等により長期間にわたる
ため、常に庭や畑を見回り、早期に駆除するよう
心がけてください。
■防除機械の貸し出し
　町では、希望するかたに薬剤噴霧機械を無料で貸
し出しします。貸し出し時には、機械の運搬車両（軽
トラック等）を準備してください。なお、機械の燃
料代、消毒に使用する薬剤に要した費用は借受者の
負担となります。
■問合先　町民課町民生活担当へ

1家族に行き先、帰宅時間を告げ、ひとりで出かけ
ない。
2ラジオ・非常食・携帯電話を持って行く。
3体調が悪い時は無理をして山へ入らない。途中で
も中断して下山する。
4道に迷ったら動き回らず、見晴らしの良いところ
で待機する。
5携帯電話を持っていれば、電話の通じるところで
助けを呼ぶ。

■問合先

アメシロ駆除のお願い

遭難・熊に注意！遭難・熊に注意！

■期日と講話のテーマ

会　場
対　象
問合先

白い森仙人講座のご案内

▌保健カレンダー ■問合先　健康福祉課
月　日 内　容 受付時間 対象のお子さん（生まれた月） 場　所

７月16日㈮ ３歳児健診 12：30～ 13：00 Ｈ18年11月、12月、Ｈ19年１月 健康管理センター
※持ち物
　母子健康手帳７月30日㈮

１歳児健診 13：00～ 13：10 Ｈ21年７月
４カ月児健診 13：10～ 13：20 Ｈ22年３月
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● 小 国 町 役 場  362－2111㈹  562－5464
●行 政 管 理 室  362－2112　●政 策 企 画 室  362－2264　●住民窓口担当・町民生活担当  362－2260
●国保医療担当  362－2261　●税 政 管 理 室  362－2403　●会 計 室  362－2406
●農 林 振 興 室  362－2408　●商 工 観 光 室  362－2416　●建設管理室・上下水道室  362－2431
●建 設 技 術 室  362－2432　●議 会 事 務 局  362－2448

ひとり親家庭、障がいがあるかたに対する医療費助成制度についてひとり親家庭、障がいがあるかたに対する医療費助成制度についてひとり親家庭、障がいがあるかたに対する医療費助成制度についてひとり親家庭、障がいがあるかたに対する医療費助成制度について

　平成22年４月より、倒産や解雇など、自ら望まない形で離職したかた（非自発的失業者）が国民健康
保険に加入した場合の国民健康保険税について、離職から一定の期間、軽減対象となるかたの前年の給与
所得を30/100とみなして算定する措置が創設されました。この軽減措置を受けるためには申告が必要と
なりますので、該当されるかたは町民課で手続きをしてください。

非自発的失業者に対する国民健康保険税の軽減について

～ ひとり親家庭等医療給付制度 ～

対象者
所得税非課税世帯で次に該当するかた

◎親が就労等により児童を扶養していることが要件
になりますが、求職活動中など、特別な理由によ
り就労が困難な場合は対象になります。具体的な
要件はお問い合わせください。
申請に必要なもの

～ 重度心身障害（児）者医療給付制度 ～
対象者

申請に必要なもの

問合先

１ 対象者（次の全てに該当するかた）
⑴平成21年３月31日以降に、解雇や雇
止めなどにより離職したかた
⑵離職日の時点で65歳未満のかた
⑶雇用保険の失業給付を受けるかたで、
雇用保険受給資格者証の離職理由コー
ドが下記に該当するかた
　（11. 12. 21. 22. 23. 31. 32. 33. 34）
２ 手続きに必要なもの
・申告書（町民課に備えてあります）
・雇用保険受給資格者証
・印かん

３ 軽減期間
　離職日の翌日の属する月から、その月の属する翌年度末
まで。平成21年３月31日～平成22年３月30日に離職され
たかたは、平成22年度分に限り軽減の対象となります。

■問合先　町民課国保医療担当へ

軽減期間の例
離　職　日 軽　減　期　間

平成21年10月31日 平成22年４月～平成23年３月

平成22年３月31日 平成22年４月～平成24年３月

平成22年６月15日 平成22年６月～平成24年３月
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戸籍のまど戸籍のまど

人口のうごき
人　口

世帯数
平成22年４月30日現在

§材　料（５～６人分）
　うど……………500ｇ
　牛肉細切れ……150ｇ
　しょうゆ……… 75㏄

　酒…………………適量
　みりん……………適量
　砂糖………………適量

料理の名前は、うどを、ごろごろと切った形
が丸太棒に似ていることから、このような名
前が付いたと聞いています。昔から、うどと
みがきが良く合うと言われていますが、牛肉
と合わせると若い人もよく食べてくれます。

小 国 町 美
み

咲
さき

兵 庫 舘 里
り

桜
お

小 国 町 寛
かん

菜
な

小国小坂町 桜
おう

太
た

あ け ぼ の 聖
せ

奏
な

叶 水 愛
あい

悟
ご

緑 町 大
だい

地
ち

小国小坂町 彩
いち

愛
か

誕生おめでとうございます。誕生おめでとうございます。

兵 庫 舘 拓 也
新 潟 県 絵理香
栄 町 智 也
小国小坂町 美 行
叶 水 元 玄
叶 水 真 穂

結婚おめでとうございます。結婚おめでとうございます。

岩 井 沢
伊 佐 領
岩 井 沢
大 石 沢
小国小坂町
黒 沢
足 野 水
緑 町
若 山
岩 井 沢
新 原
岩 井 沢
古 田
岩 井 沢
石 滝
舟 渡
新 屋 敷

おくやみ申し上げます。おくやみ申し上げます。

§作り方
① うどは、５センチぐらいに切り、水にさらしア
クを抜く。

② うどを水煮し、軟らかくなったら、牛肉、しょ
うゆ、酒、みりん、砂糖を加え、中火でゆっく
りと煮込む。 

伝承者：清野さださん（玉川）

伝えよう！ 広めよう！

シリーズ❷

おぐにの食文化

うどの
ごろ太

煮
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